
　
　

は
じ
め
に

　
　

一　

空
間
と
呼
称
を
示
す
先
秦
「
陛
下
」

　
　
　
　

１　
「
陛
」
に
基
づ
く
空
間
「
陛
下
」

　
　
　
　

２　

秦
王
の
尊
称
と
し
て
の
「
陛
下
」

　
　

二　

空
間
の
意
味
を
回
避
し
た
秦
漢
「
陛
下
」

　
　

三　
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
た
「
朝
に
臨
む
」
皇
太
后

　
　

お
わ
り
に

　
　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
年
、
中
国
江
西
省
南
昌
市
新
建
区
大
塘
坪
郷
観
西
村
の
近
く
で
前

漢
の
海
昏
侯
劉
賀
の
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
墓
か
ら
多
く
の
木
簡
・
木
牘
が

発
掘
さ
れ
た
（
１
）。
そ
の
木
簡
・
木
牘
に
は
「
陛
下
」（
図
１
）
と
「
大
后
陛
下
」

（
図
２
）
と
書
か
れ
た
奏
書
副
本
が
あ
る
。

　

奏
書
の
内
容
に
よ
り
、「
陛
下
」
は
当
時
の
呼
称
の
一
つ
で
あ
り
、
漢
代
に

は
同
時
期
に
皇
帝
「
陛
下
」
と
皇
太
后
「
陛
下
」
が
共
存
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

後
世
に
お
い
て
も
、「
陛
下
」が
二
人
共
存
し
た
時
期
が
あ
る
。
例
え
ば
、﹃
順

宗
実
録
﹄
巻
五
に
、

図１　皇帝への奏書副本（木牘）
出所： 奏牘全体〈王意楽・徐長青共著「海昏侯劉賀墓出土的奏牘」

（『南方文物』、2017年第1期）による。〉拡大部分〈江西省
文物考古研究所・首都博物館共編『五色炫曜：南昌漢代海
昏侯国考古成果』（江西人民出版社、2016年）192頁による。〉

奏牘の長さは23㎝、幅は6.6㎝、厚さは0.7㎝である。〈王意楽・徐
長青共著「海昏侯劉賀墓出土的奏牘」（『南方文物』、2017年第1期）
を参照〉

　
　
　
先
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漢
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」
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永
貞
二
年
（
八
〇
六
年
）
正
月
丙
戌
（
寅
）
朔
、
太
上
皇
興
慶
宮
に
於
い

て
朝
賀
を
受
く
。
皇
帝
︙
︙
冊
文
に
曰
く
、「
︙
︙
皇
帝
臣
某
、
稽
首
再

拝
し
冊
を
奉
じ
て
言も

う

す
︙
︙
伏
し
て
惟
う
に
、
太
上
皇
帝
陛
下

4

4

4

4

4

4

道
は
玄
元

を
継
ぎ
、
業
は
皇
極
を
纘つ

ぐ
︙
︙
」

 

（
永
貞
二
年
正
月
景
戌
（
寅
）
朔
、
太
上
皇
於
興
慶
宮
受
朝
賀
。
皇
帝

︙
︙
冊
文
曰
、「
︙
︙
皇
帝
臣
某
、
稽
首
再
拝
奉
冊
言
︙
︙
伏
惟
太
上
皇

帝
陛
下
道
継
玄
元
、
業
纘
皇
極
︙
︙
」）（２
）

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
太
上
皇
と
皇
帝
が
同
時
に
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、﹃
大
唐
開
元
礼
﹄
に
は
、
皇
太
后
を
「
陛
下
」
と
称

し
な
い
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

　
﹃
大
唐
開
元
礼
﹄「
序
例
下
・
雑
制
」
に
は
、

百
官
太
皇
太
后
・
皇
太
后

4

4

4

4

4

4

4

・
皇
后
に
上
疏
す
る
に
殿
下

4

4

と
称
し
、
自
ら
称

し
て
皆
な
臣
と
曰
く
。
百
官
及
び
東
宮
官
、
皇
太
子
に
対
し
、
皆
な
殿
下

と
曰い

い
、
百
官
は
自
ら
名
を
称
し
、
宮
官
は
自
ら
臣
と
称
す
。

 

（
百
官
上
疏
於
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
称
殿
下
、
自
称
皆
曰
臣
。
百

官
及
東
宮
官
、
対
皇
太
子
皆
曰
殿
下
、
百
官
自
称
名
、
宮
官
自
称
臣
）（３
）

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
唐
代
で
は
、
百
官
は
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
に
対
し

て
は
、
皇
太
子
に
対
す
る
と
同
様
、「
陛
下
」
で
は
な
く
、「
殿
下
」
と
称
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
二
条
が
漢
代
と
異
な
る
「
陛
下
」
の
使
用
状
況
を

記
録
し
て
い
る
。
で
は
、
漢
代
の
「
陛
下
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

後
漢
の
蔡
邕
の
説
に
よ
れ
ば
、「
陛
下
」
と
い
う
言
葉
は
漢
代
に
尊
称
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
た
。
蔡
邕
﹃
独
断
﹄
で
は
「
陛
下
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

漢
天
子
の
正
号
は
「
皇
帝
」
と
曰
い
、
自
ら
称
し
て
「
朕
」
と
曰
う
。
臣

民
は
之
を
「
陛
下

4

4

」
と
称
す
。
其
の
言
は
「
制
詔
」
と
曰
い
、
史
官
事
を

記
し
て
「
上
」
と
曰
う
。

 

（
漢
天
子
正
号
曰
「
皇
帝
」、
自
称
曰
「
朕
」、
臣
民
称
之
曰
「
陛
下
」、

其
言
曰
「
制
詔
」、
史
官
記
事
曰
「
上
」。）（﹃
独
断
﹄
巻
上
）

こ
こ
か
ら
「
陛
下
」
は
臣
民
の
皇
帝
に
対
す
る
尊
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、天

子
に
は
必
ず
近
臣
の
兵
を
執
り
て
陛
側
に
陳つ

ら

な
り
、
以
ち
て
不
虞
を
戒い

ま
し

む
る
あ
り
。
群
臣
は
天
子
に
言も

う

す
に
、
敢
え
て
天
子
を
指
斥
せ
ず
、
故
に

陛
下

4

4

に
在
る
者
を
呼
び
て
之
に
告
ぐ
。
卑
に
因
り
て
尊
に
達
す
る
の
意
な

り
。
上
書
も
亦
た
之
の
如
し
。

 
（
天
子
必
有
近
臣
、
執
兵
立
於
陛
側
、
以
戒
不
虞
。
群
臣
与
天
子
言
、
不

敢
指
斥
、故
呼
在
陛
下
者
而
告
之
、因
卑
達
尊
之
意
。
上
書
亦
如
之
。）（﹃
独

断
﹄
巻
上
）
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と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
陛
下
」
が
、「
階
下
に
お
い
て
天
子
の
警

護
に
当
た
る
者
を
さ
し
、
臣
下
が
奏
聞
や
上
表
の
際
、
そ
れ
ら
の
警
護
者
を

呼
び
、
取
り
次
い
で
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
名
称
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
」（４
）。
言
い
換
え
れ
ば
、「
陛
下
に
在
る
者
（
在
陛
下
者
）」
を
「
陛
下
」
と

称
し
て
、「
陛
」
の
上
に
い
る
「
天
子
」
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
転
じ
て
敬

称
に
な
っ
た
。

　
「
陛
」
は
「
階
」（５
）
で
あ
り
、「
高
く
昇
る
階
」（６
）
で
あ
り
、「
堂
に
昇
る
所
」（７
）

で
あ
り
、「
天
子
階
」（８
）で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
陛
」の
本
意
は
階
段
で
あ
る
。

　

秦
漢
時
代
の
朝
廷
は
、
政
治
空
間
で
あ
り
、
儀
礼
空
間
で
も
あ
る
。
こ
の
空

間
で
は
、
空
間
の
段
差
と
人
の
位
置
に
よ
り
、
身
分
を
区
別
し
て
い
た
。
国
の

中
核
で
あ
る
朝
廷
で
は
、
空
間
の
段
差
と
儀
礼
に
よ
り
、
皇
帝
の
身
分
を
表
現

し
、
皇
帝
の
権
力
を
反
映
し
た
。
天
子
階
と
し
て
の
「
陛
」
は
「
朝
」
空
間
に

あ
る
重
要
な
構
造
で
あ
る
。
天
子
の
呼
称
で
あ
る
「
陛
下
」
は
そ
の
空
間
場
所

を
示
す
「
陛
」
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
。

　
「
陛
下
」に
関
す
る
研
究
は
種
々
あ
る
が
、そ
れ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、「
陛

下
」
の
歴
史
的
な
沿
革
を
考
察
し
た
の
で
は
な
く
、
呼
称
と
し
て
の
意
味
を
分

析
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
陳
翠
珠
の
﹃
漢
語
人
称
代
詞
考
論
﹄（９
） 

で
は
、

「
陛
下
」
を
尊
称
の
一
つ
と
し
て
論
述
し
て
い
る
が
、「
陛
下
」
を
主
要
な
研
究

対
象
と
し
て
総
合
的
に
分
析
し
て
い
な
い
。
薛
吉
辰
の
「
礼
儀
中
的
﹃
下
﹄
字

称
謂
」（10
）

で
は
、「
陛
下
」
は
統
一
秦
か
ら
天
子
の
専
用
の
尊
称
と
な
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
先
秦
時
代
の
「
陛
下
」
の
記
録
に
つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な
い
。
杜
沢
遜
の「﹃
賈
子
新
書
﹄﹃
天
子
卑
号
皆
称
陛
下
﹄校
釈
」（11
）で
は
、

「
陛
下
」
と
い
う
語
彙
の
沿
革
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
ら
ず
、「
天
子
卑
号
皆
称

陛
下
」
と
い
う
文
の
構
造
・
意
味
な
ど
は
論
述
し
た
が
、
天
子
の
「
正
号
」
は

「
皇
帝
」
で
あ
る
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
（
12
）
か
ら
、

「
陛
下
」
に
関
し
て
は
別
の
視
角
よ
り
考
察
す
れ
ば
、「
陛
下
」
に
関
す
る
究
明

は
更
に
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、「
陛
下
に
在
る
者
（
在
陛
下
者
）」
の
「
陛
下
」
は
空
間
場
所
を
示
し

て
い
る
が
、
問
題
は
漢
代
の
実
在
的
な
「
陛
下
」
の
使
用
状
況
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
漢
代
で
は
「
陛
下
」
と
い
う
言
葉
は
空
間
を
示
し
た
か
、
あ
る
い
は
呼

称
の
み
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
空
間
を
示
す
「
陛
」
に
深
く
関
わ
る
「
陛
下
」
は
何
時
頃
か
ら
呼
称

と
し
て
使
い
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
﹃
史
記
﹄「
秦
始
皇
本
紀
」
に
は
「
今
、
海
内
は
陛
下

4

4

の
神
霊
の
お
か
げ
を
こ

う
む
り
、
一
つ
に
統す

べ
く
く
ら
れ
、
皆み

な

郡
県
に
為
る
（
今
海
内
賴
陛
下
神
霊
、

一
統
皆
為
郡
県
）」
と
あ
る
。「
漢
は
秦
法
を
承
る
（
漢
承
秦
法
）」（13
） 

と
い
う

こ
と
か
ら
、「
陛
下
」
と
い
う
言
葉
が
皇
帝
を
指
す
こ
と
は
、
秦
の
始
皇
帝
か

ら
は
じ
ま
っ
た
と
断
言
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
陛
下
」
が
秦
代
か
ら
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
確
か
で

あ
ろ
う
か
。

　
﹃
史
記
﹄「
秦
始
皇
本
紀
」
に
は
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
し
た
後
、
新
し

い
制
度
を
作
っ
た
記
録
が
あ
る
。

三
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秦
王
は
初
め
て
天
下
を
併
せ
︙
︙
命
は
「
制
」
と
為
し
、
令
は
「
詔
」
と

為
し
、
天
子
自
ら
称
し
て
「
朕
」
と
曰
う
︙
︙
上
古
の
「
帝
」
位
号
を
採

り
て
、
号
は
「
皇
帝
」
と
曰
う
。

（
秦
王
初
并
天
下
︙
︙
命
為
「
制
」、
令
為
「
詔
」、
天
子
自
称
曰
「
朕
」

︙
︙
采
上
古
「
帝
」
位
号
、
号
曰
「
皇
帝
」。）

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
記
録
に
は
、「
陛
下
」
を
新
し
く
皇
帝
の

尊
称
と
す
る
記
録
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
陛
下
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が
言
及
し
て
い
な
い
部

分
が
あ
り
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
先
行
研
究
で
は
「
陛
下
」
に
関

し
て
は
ほ
と
ん
ど
秦
代
以
降
を
考
証
し
、先
秦
時
代
に
秦
王
の
呼
称
と
し
た「
陛

下
」
は
論
じ
て
い
な
い
。
で
は
、
統
一
秦
の
「
陛
下
」
は
戦
国
秦
よ
り
継
承
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
歴
史
的
な
沿
革
に
関
わ
る
が
、
先

行
研
究
は
こ
の
点
を
詳
し
く
検
討
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
陛
下
」
は
空
間
概

念
か
ら
発
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
な
変
遷
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
の
疑
問
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
稿
は
次
の
四
点
を
解
明
し
、「
陛
下
」
の
歴
史
的
な
沿
革
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

①　
「
陛
下
」
が
人
と
空
間
を
同
時
に
表
し
た
時
期
は
あ
る
か
。

　
　

②　

 「
陛
下
」
は
何
時
頃
か
ら
呼
称
と
し
て
使
い
始
め
ら
れ
た
か
。
統
一

秦
で
あ
ろ
う
か
。
統
一
秦
で
あ
る
の
な
ら
、
な
ぜ
秦
の
始
皇
帝
に
関

す
る
記
録
に
は
、「
陛
下
」
を
新
し
く
皇
帝
の
呼
称
と
す
る
と
い
う

記
載
が
な
い
の
か
。

　
　

③　

秦
漢
時
代
に
、
皇
帝
の
み
が
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
た
の
か
。

　
　

④　

 

な
ぜ
「
陛
」
と
い
う
空
間
構
造
に
か
か
わ
る
「
陛
下
」
が
皇
帝
（
太

后
）
と
称
さ
れ
た
か
。

　
　

一　

空
間
と
呼
称
を
示
す
先
秦
「
陛
下
」

　
　
　
　

１　
「
陛
」
に
基
づ
く
空
間
「
陛
下
」

　

ま
ず
、
先
秦
時
代
の
記
録
か
ら
、「
陛
」
と
は
何
か
を
見
て
お
こ
う
。

陛4

高
さ
二
尺
五
、
広
さ
長
さ
お
の
お
の
三
尺
、
遠
さ
広
さ
お
の
お
の
六
尺
。

 

（
陛
高
二
尺
五
、広
長
各
三
尺
、遠
広
各
六
尺
。）（﹃
墨
子
﹄（14
）「
備
城
門
」）

城
上
に
五
十
歩
ご
と
に
陛4

一
道
、
高
さ
二
尺
五
寸
、
長
さ
十
歩
。

 

（
城
上
五
十
歩
一
道
陛
、高
二
尺
五
寸
、長
十
歩
。）（﹃
墨
子
﹄「
備
城
門
」）

陛4

と
石
を
為つ

く

ら
ず
、
懸
け
る
陛
を
以
て
上
下
し
出
入
り
す
る
。

 
（
勿
為
陛
与
石
、
以
懸
陛
上
下
出
入
。）（﹃
墨
子
﹄「
備
穴
」）

　

こ
れ
ら
﹃
墨
子
﹄
の
三
つ
の
記
録
か
ら
「
陛
」
は
階
段
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
次
に
、「
陛
」
が
君
主
の
「
朝
」
空
間
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

三
四



﹃
楚
辞
﹄
と
﹃
慎
子
﹄
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

傑す
ぐ
りを

挙
げ
、
陛4

に
圧
す
。

 

（
挙
傑
圧
陛
。）（15
）（﹃
楚
辞
﹄「
大
招
」）

朝
陛4

に
於
て
万
鐘
の
禄
を
辞い

な

べ
る
。

 

（
能
辞
万
鐘
之
禄
於
朝
陛
。）（16
）（﹃
慎
子
﹄「
逸
文
」）

　

ま
た
、﹃
戦
国
策
﹄「
燕
太
子
丹
質
於
秦
亡
帰
」（17
） 

に
は
空
間
を
示
す
「
陛
下
」

の
記
録
が
あ
る
。

秦
王
は
之
を
聞
き
大
い
に
喜
び
、
乃
ち
朝
服
し
て
九
賓
を
設
け
、
燕
の
使

者
を
咸
陽
宮
に
見
る
。
荊
軻
は
樊
於
期
の
頭
の
函
を
奉
ず
。
秦
武
陽
は
地

図
の
匣
を
奉
ず
。
次
を
以
て
進
み
陛
下
に
至
る

4

4

4

4

4

や
、
秦
武
陽
色
変
じ
、
振

恐
す
。
群
臣
之
を
怪
し
む
。

 

（
秦
王
聞
之
、
大
喜
。
乃
朝
服
、
設
九
賓
、
見
燕
使
者
咸
陽
宮
。
荊
軻
奉

樊
於
期
頭
函
、
而
秦
武
陽
奉
地
図
匣
、
以
次
進
至
陛
下
、
秦
武
陽
色
変
振

恐
、
群
臣
怪
之
。）

　

こ
れ
は
荊
軻
が
秦
王
を
刺
殺
す
る
ま
え
、
燕
国
の
地
図
な
ど
を
持
ち
、「
陛
」

の
下
に
至
っ
て
秦
王
に
報
告
す
る
記
録
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、﹃
呂
氏
春
秋
﹄「
制
楽
」（18
）

に
も
空
間
を
し
め
す
「
陛
下
」

が
あ
る
。
次
に
示
す
の
は
、
官
吏
が
「
陛
」
の
下
で
君
主
に
天
象
を
報
告
し
た

記
録
で
あ
る
。

宋
景
公
（
19
）

の
時
、
熒
惑
（
20
）

が
心
（
21
）

に
あ
り
、
公
は
惧
れ
、
子
韋
を

召
し
て
問
ふ
︙
︙
公
曰
く
、「
子
何
を
も
っ
て
之
を
知
る
か
。」
対
し
て
曰

く
、「
三
善
言
あ
れ
ば
、
必
ず
三
賞
あ
る
べ
し
。
熒
惑
は
舎
を
三
回
移
し
、

舎
は
七
星
に
従
い
行
く
。
星
が
一
回
移
る
の
は
一
年
に
当
た
り
、
三
七
二

十
一
、
臣
は
故
に
君
延
年
二
十
一
歲
な
り
と
曰も

う

し
た
。
臣
請
ふ
、
陛
下

4

4

に

お
い
て
伏
し
以
て
之
を
伺
候
す
。
熒
惑
移
ら
れ
ず
に
、
臣
死
ぬ
と
請
ふ
。」

公
曰
く
、「
可
。」

 

（
宋
景
公
之
時
、
熒
惑
在
心
、
公
惧
、
召
子
韋
而
問
焉
︙
︙
公
曰
「
子
何

以
知
之
？
」
対
曰
「
有
三
善
言
、
必
有
三
賞
。
熒
惑
有
三
徙
舎
、
舎
行
七

星
、
星
一
徙
当
一
年
、
三
七
二
十
一
、
臣
故
曰
君
延
年
二
十
一
歲
矣
。
臣

請
伏
於
陛
下
以
伺
候
之
。
熒
惑
不
徙
、
臣
請
死
。」
公
曰
「
可
。」）

　

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、「
陛
下
」
は
先
秦
時
代
に
は
空
間
を
示
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

２　

秦
王
の
尊
称
と
し
て
の
「
陛
下
」

　

と
こ
ろ
で
、先
秦
時
代
に
は
呼
称
で
あ
る「
陛
下
」は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
陛
下
」
を
呼
称
と
す
る
初
見
は
、
秦
の
孝
文
王
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
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﹃
戦
国
策
﹄「
濮
陽
人
呂
不
韋
賈
於
邯
鄲
」（22
）

に
は
秦
の
公
子
子
楚
（
原
名

異
人
、
後
の
秦
の
荘
襄
王
で
始
皇
帝
の
父
）
が
自
分
の
父
、
当
時
の
秦
王
（
秦

の
孝
文
王
）
を
称
し
た
記
録
が
あ
る
。

異
人
至
る
。
不
韋
、
楚
服
し
て
見
え
し
む
。
王
后
、
其
の
状
を
悦
び
、
其

の
知
を
高
し
と
し
て
、
曰
く
、「
吾
は
楚
人
な
り
。」
而
し
て
自
ら
之
を
子

と
す
。
乃
ち
其
の
名
を
変
じ
て
楚
と
曰
う
。
王
、子
を
し
て
誦
せ
し
む（
経

書
を
暗
誦
さ
せ
る
）。
子
曰
く
、「
少
き
よ
り
棄
捐
せ
ら
れ
て
外
に
在
り
、

嘗
て
師
傅
の
教
学
す
る
所
無
く
、
誦
に
習
わ
ず
。」
王
之
を
罷
め
、
乃
ち

留
止
す
。
間
に
曰
く
、「
陛
下

4

4

嘗
て
車
を
趙
に
軔と

ど

め
り
。
趙
の
豪
桀
、
名

を
知
ら
る
る
を
得
た
り
し
者
少
か
ら
ず
。
今
、
大
王
国
に
返
る
。
皆
西
面

し
て
大
王
を
望
め
る
に
、
一
介
の
使
の
以
て
之
を
存
（
労
い
問
う
）
す
る

無
し
。
臣
、
其
の
皆
怨
心
有
り
て
、
辺
境
を
し
て
早
く
閉
じ
晩
く
開
か
し

め
ん
こ
と
を（
警
戒
を
厳
に
さ
せ
る
こ
と
）恐
る
。」王
以
て
然
り
と
為
し
、

其
の
計
を
奇
と
す
。
王
后
、
之
を
立
て
ん
こ
と
を
勧
む
。
王
、
乃
ち
相
を

召
し
、
之
に
令
し
て
曰
く
、「
寡
人
の
子
、
楚
に
若
く
は
莫
し
。」
立
て
て

太
子
と
為
す
。

 

（
異
人
至
、
不
韋
使
楚
服
而
見
。
王
后
悦
其
状
、
高
其
知
、
曰
「
吾
楚
人

也
。」
而
自
子
之
、
乃
変
其
名
曰
楚
。
王
使
子
誦
、
子
曰
「
少
棄
捐
在
外
、

嘗
無
師
傅
所
教
学
、
不
習
於
誦
。」
王
罷
之
、
乃
留
止
。
間
曰
「
陛
下
嘗

軔
車
於
趙
矣
、
趙
之
豪
桀
、
得
知
名
者
不
少
。
今
大
王
反
国
、
皆
西
面
而

望
。
大
王
無
一
介
之
使
以
存
之
、臣
恐
其
皆
有
怨
心
、使
辺
境
早
閉
晩
開
。」

王
以
為
然
、
奇
其
計
。
王
后
勧
立
之
。
王
乃
召
相
、
令
之
曰
「
寡
人
子
莫

若
楚
。」
立
以
為
太
子
。）

　

こ
こ
か
ら
、
呼
称
と
し
て
の
「
陛
下
」
は
少
な
く
と
も
戦
国
時
代
の
後
期
に

お
い
て
、
国
の
君
主
を
尊
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
秦
の
始
皇
帝
の
祖
父
（
秦
の
孝
文
王
、
前
二
五
〇
年
在
位
）
は
す

で
に
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
た
た
め
、「
陛
下
」
は
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
す
る

ま
え
か
ら
、す
で
に
秦
王
の
呼
称
の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

秦
王
で
あ
っ
た
始
皇
帝
も
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
た
。

　
﹃
韓
非
子
﹄「
存
韓
」
に
は
、
秦
王
政
（
政
は
始
皇
帝
の
名
前
）
が
「
陛
下
」

と
称
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
記
録
が
あ
る
。

均
に
貴
臣
の
計
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
秦
は
必
ず
天
下
の
兵
質
と
為
ら
ん
。

陛
下

4

4

、
金
石
を
以
て
相
い
弊
す
と
雖
も
、
則
ち
天
下
を
兼
ぬ
る
の
日
は
未

だ
し
ら
ん
。

 

（
均
如
貴
臣
之
計
、
則
秦
必
為
天
下
兵
質
矣
。
陛
下
雖
以
金
石
相
弊
、
則

兼
天
下
之
日
未
也
。）

臣
ひ
そ
か
に
願
わ
く
は
、陛
下

4

4

に
幸
い
に
こ
れ
を
熟
図
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

 
（
臣
窃
願
陛
下
之
幸
熟
図
之
。）

　

こ
の
二
つ
の
記
録
に
あ
る
「
陛
下
」
は
韓
非
が
秦
王
政
を
称
し
た
呼
称
で
あ
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る
。

非
の
来
た
る
や
、
未
だ
必
ず
し
も
其
を
以
て
韓
を
存
し
て
、
重
き
を
韓
に

示
さ
ん
と
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
弁
説
属
辞
、非
を
飾
り
謀
を
詐
り
、

以
て
利
を
秦4

に
釣
り
二
面
し
て
韓
の
利
を
以
て
陛
下

4

4

を
窺う

か
がう

。
夫
れ
秦
・

韓
の
交
親
し
け
れ
ば
、
則
ち
非
は
重
ん
ぜ
ら
る
。
此
れ
自
便
（
利
）
の
計

な
り
。

 

（
非
之
来
也
、
未
必
不
以
其
能
存
韓
也
、
為
重
於
韓
也
。
辯
説
属
辞
、
飾

非
詐
謀
、
以
釣
利
於
秦
、
而
以
韓
利
窺
陛
下
。
夫
秦
、
韓
之
交
親
、
則
非

重
矣
、
此
自
便
之
計
也
。）

臣
恐
る
、
陛
下

4

4

非
の
辯
に
淫
（
惑
）
い
て
其
の
盗
心
に
聴
き
、
因
り
て
事

情
を
詳
察
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。

 

（
臣
恐
陛
下
淫
非
之
辯
而
聴
其
盜
心
、
因
不
詳
察
事
情
。）

願
わ
く
は
陛
下

4

4

、
幸
い
に
愚
臣
の
計
を
察
し
て
、
忽
せ
に
す
る
こ
と
無
か

れ
。

 

（
願
陛
下
幸
察
愚
臣
之
計
、
無
忽
。）

　

右
の
三
つ
の
記
録
に
あ
る
「
陛
下
」
は
秦
の
大
臣
で
あ
る
李
斯
が
秦
王
政
を

称
し
た
呼
称
で
あ
る
。
ま
た
、﹃
諫
逐
客
書
﹄
に
あ
る
「
陛
下
」
は
す
べ
て
秦

王
政
を
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

今
、
陛
下

4

4

は
昆
山
の
玉
を
招ま

ね

き
、
隨
侯
の
珠
・
和
氏
の
璧
の
宝
を
有
し
、

名
月
の
珠
を
垂
ら
し
、
太
阿
の
剣
を
身
に
つ
け
、
繊
離
（
23
）

の
馬
に
乗
り
、

翠
鳳
の
旗
を
建
て
、
霊
鼉
の
太
鼓
を
樹た

て
る
。
こ
の
数
々
の
宝
は
、
秦
で

は
一
つ
も
生
ぜ
ず
、
而
し
て
、
陛
下

4

4

が
こ
れ
ら
を
悦よ

ろ
こぶ

の
は
な
ぜ
か
。
必

ず
秦
国
の
生
ず
る
と
こ
ろ
が
然
る
後
に
よ
い
の
な
ら
ば
、
則
ち
夜
光
の
璧

は
朝
廷
を
飾
ら
ず
、
犀
の
角
・
象
牙
の
器
は
も
て
は
や
さ
れ
る
品
に
為
ら

ず
、
鄭
・
衛
の
女
は
後
宮
に
充
た
さ
れ
ず
、
し
か
る
に
、
す
ぐ
れ
て
良
い

馬
、
速
く
走
る
馬
は
外
の
厩う

ま
やに

み
た
さ
れ
ず
、
江
南
の
金
、
錫
は
用
い
ら

れ
る
に
為
ら
ず
、
西
蜀
の
赤
と
青
の
顔
料
は
彩
ら
れ
る
に
為
ら
ず
。

 

（
今
陛
下
致
昆
山
之
玉
、
有
隨
・
和
之
宝
、
垂
明
月
之
珠
、
服
太
阿
之
剣
、

乗
繊
離
之
馬
、
建
翠
鳳
之
旗
、
樹
霊
鼉
之
鼓
。
此
数
宝
者
、
秦
不
生
一
焉
、

而
陛
下
説
之
、
何
也
？
必
秦
国
之
所
生
然
後
可
、
則
是
夜
光
之
璧
不
飾
朝

廷
、
犀
象
之
器
不
為
玩
好
、
鄭
・
衛
之
女
不
充
後
宮
、
而
駿
良
駃
騠
不
実

外
厩
、
江
南
金
錫
不
為
用
、
西
蜀
丹
青
不
為
采
。）

　

ま
た
、「
陛
下
」
と
い
う
呼
称
は
秦
国
の
大
臣
が
他
国
へ
使
者
と
し
て
遣
わ

さ
れ
た
と
き
、対
象
国
の
君
主
を
称
す
る
と
き
用
い
た
。
同
じ
﹃
韓
非
子
﹄「
存

韓
」
に
は
秦
国
の
大
臣
李
斯
が
韓
国
で
韓
王
を
拝
見
し
た
と
き
、
韓
王
を
「
陛

下
」
と
称
し
た
。

今
、
趙
は
士
卒
を
聚
め
、
秦
を
以
て
事
と
為
さ
ん
と
欲
し
、
人
を
し
て
来

三
七



た
り
て
道
を
借
り
、
秦
を
伐
た
ん
と
欲
す
と
言
わ
し
む
。
其
の
勢
は
必
ず

韓
を
先
き
に
し
て
秦
を
後
に
せ
ん
。
且
つ
臣
は
こ
れ
を
聞
く
、「
唇
な
け

ば
則
ち
歯
寒
し
」
と
。
夫
れ
秦
と
韓
は
、
憂
い
を
同
じ
く
す
る
こ
と
無
き

を
得
ず
、
其
の
形
見
る
べ
し
。
魏
は
兵
を
発
し
て
以
て
韓
を
攻
め
ん
と
欲

し
、
秦
は
人
を
し
て
使
者
を
韓
に
将お

く

ら
し
む
。
今
、
秦
子
で
臣
斯
を
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

来
た
ら
し
む
る
に
、
而
も
見
ゆ
る
を
得
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
恐
ら
く
は
左
右
の
姦
臣
の
計

を
襲
ぎ
、
韓
を
し
て
復
た
地
を
亡
う
の
患
い
有
ら
し
め
ん
。
臣
斯
、
見
ゆ

る
を
得
ざ
れ
ば
、
請
う
帰
り
て
報
む
る
。
秦
・
韓
の
交
は
必
ず
絶
え
ん
。

斯
の
来
た
り
使
い
す
る
は
、
以
て
秦
王
の
歓
心
を
奉
じ
て
、
便
計
を
効
さ

ん
こ
と
を
願
う
な
り
。豈
に
陛
下

4

4

の
賤
臣
に
逆
う
る
所
以
の
者
な
ら
ん
や
。

臣
斯
、
願
わ
く
は
一
た
び
見
ゆ
る
を
得
て
、
前
に
進
み
て
は
愚
計
を
道か

た

り
、

退
き
て
は
薤
戮
に
就
か
ん
。願
わ
く
は
陛
下

4

4

焉
れ
を
意
る
有
ら
ん
こ
と
を
。

今
、
臣
を
韓
に
殺
さ
れ
る
も
、
則
ち
大
王
以
て
強
く
す
る
に
足
ら
ず
、
若

し
臣
の
計
を
聴
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
禍

わ
ざ
わ
い必

ず
搆む

す

ば
れ
ん
。
秦
、
兵
を
発
し
て

行
を
留
め
ず
、
而
し
て
韓
の
社
稷
に
憂
い
あ
ら
ん
。
臣
斯
、
身
を
韓
の
市

に
曝
さ
れ
れ
ば
、
則
ち
賤
臣
の
愚
忠
の
計
を
察
せ
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
得

べ
か
ら
ず
。
辺
鄙
残
わ
れ
、
国
固
守
し
、
鼓
鐸
の
声
耳
に
聞
こ
え
て
、
而

し
て
乃
ち
臣
斯
の
計
を
用
い
ん
と
す
る
も
晩
し
。

 

（
今
趙
欲
聚
兵
士
卒
、
以
秦
為
事
、
使
人
来
借
道
、
言
欲
伐
秦
、
其
勢
必

先
韓
而
後
秦
。
且
臣
聞
之
「
脣
亡
則
歯
寒
。」
夫
秦
・
韓
不
得
無
同
憂
、

其
形
可
見
。
魏
欲
発
兵
以
攻
韓
、
秦
使
人
将
使
者
於
韓
。
今
秦
王
使
臣
斯

来
而
不
得
見
、
恐
左
右
襲
暴
姦
臣
之
計
、
使
韓
復
有
亡
地
之
患
。
臣
斯
不

得
見
、
請
帰
報
、
秦
・
韓
之
交
必
絶
矣
。
斯
之
来
使
、
以
奉
秦
王
之
歓
心
、

願
效
便
計
、
豈
陛
下
所
以
逆
賤
臣
者
邪
？
臣
斯
願
得
一
見
、
前
進
道
愚
計
、

退
就
葅
戮
、
願
陛
下
有
意
焉
。
今
殺
臣
於
韓
、
則
大
王
不
足
以
強
、
若
不

聴
臣
之
計
、
則
禍
必
搆
矣
。
秦
発
兵
不
留
行
、
而
韓
之
社
稷
憂
矣
。
臣
斯

暴
身
於
韓
之
市
、
則
雖
欲
察
賤
臣
愚
忠
之
計
、
不
可
得
已
。
辺
鄙
残
、
国

固
守
、
鼓
鐸
之
声
於
耳
、
而
乃
用
臣
斯
之
計
晩
矣
。）

　

先
秦
時
代
に
は
、「
陛
下
」
は
秦
王
の
み
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

秦
国
以
外
の
国
の
人
々
は
自
国
の
君
主
を
「
陛
下
」
と
称
す
る
記
録
は
現
段
階

に
お
い
て
、
未
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
述
の
﹃
韓
非
子
﹄「
存
韓
」
に
あ
る

李
斯
が
韓
国
で
韓
王
を
拝
見
し
た
と
き
、韓
王
を
「
陛
下
」
と
称
し
た
記
録
は
、

秦
王
以
外
の
君
主
を
「
陛
下
」
と
称
し
た
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
李
斯

が
秦
国
の
使
者
と
し
て
、
秦
王
の
呼
び
方
に
従
っ
て
、
韓
王
を
称
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、「
陛
下
」
は
戦
国
秦
で
尊
称
と
し
て
使
わ
れ
た
と
断
言
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、「
陛
下
」
と
い
う
尊
称
は
統
一
秦
で
新
し
く
規
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
戦
国
秦
よ
り
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
定
着
し
た
呼
称
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
統
一
し
た
後
の
新
制
度
を
つ
く
っ
た
秦
の
始
皇
帝
に
関
す
る
記

録
（
24
）

に
は
、「
陛
下
」
を
新
し
く
皇
帝
の
尊
称
と
す
る
記
録
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　

先
秦
時
代
に
は
、「
陛
下
」
は
空
間
の
意
味
と
君
主
の
意
味
を
同
時
に
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
統
一
し
た
後
の
秦
漢
時
代
に
入
り
、
皇
帝
制
の
成
立
に
し

三
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た
が
っ
て
空
間
の
意
味
を
回
避
し
た
。

　
　

二　

空
間
の
意
味
を
回
避
し
た
秦
漢
「
陛
下
」

　

先
秦
時
代
の
「
陛
下
」
は
空
間
場
所
と
君
主
の
呼
称
を
示
し
て
い
た
が
、
秦

漢
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、「
陛
下
」
は
人
を
尊
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尊
称

す
る
対
象
の
中
心
は
皇
帝
で
あ
る
。（
表
を
参
照
）

　
﹃
独
断
﹄
に
あ
る
「
陛
下
」
の
説
明
（「
漢
天
子
の
正
号
は
﹃
皇
帝
﹄
と
曰
う

︙
︙
臣
民
は
之
を
﹃
陛
下
﹄
と
称
す
」（25
））
に
あ
る
よ
う
に
、「
陛
下
」
は
漢

代
皇
帝
の
別
称
（
別
号
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
皇
帝
を
称
す
る
と
き
、「
臣
民
」

の
用
い
る
呼
び
方
で
あ
る
の
で
、
間
違
い
な
く
尊
称
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秦
漢
時
代
の
「
陛
下
」
は
尊
称
と
し
て
し
か
使
わ
れ
な
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、「
陛
下
」
は
皇
帝
の
別
称
に
な
っ
た
た
め
、
空
間
を
示
す
意

義
は
意
識
的
に
回
避
さ
れ
た
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、前
漢
の
司
馬
遷﹃
史
記
﹄に
あ
る
記
載
で
あ
る
。﹃
戦
国
策
﹄

と
﹃
史
記
﹄
に
あ
る
「
荊
軻
刺
秦
」
の
記
録
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、﹃
戦
国
策
﹄
で
あ
る
。

秦
王
は
之
を
聞
き
大
い
に
喜
び
、
乃
ち
朝
服
し
て
九
賓
を
設
け
、
燕
の
使

者
を
咸
陽
宮
に
見
る
。
荊
軻
は
樊
於
期
の
頭
の
函
を
奉
ず
。
秦
武
陽
は
地

図
の
匣
を
奉
ず
。
次
を
以
て
進
み
陛
下
に
至
る

4

4

4

4

4

や
、
秦
武
陽
色
変
じ
、
振

恐
す
。
群
臣
之
を
怪
し
む
。

 

（
秦
王
聞
之
、
大
喜
。
乃
朝
服
、
設
九
賓
、
見
燕
使
者
咸
陽
宮
。
荊
軻
奉

樊
於
期
頭
函
、
而
秦
武
陽
奉
地
図
匣
、
以
次
進
至
陛
下
、
秦
武
陽
色
変
振

恐
、
群
臣
怪
之
。）（﹃
戦
国
策
﹄「
燕
太
子
丹
質
於
秦
亡
帰
」）（26
）

　

次
は
、﹃
史
記
﹄
で
あ
る
。

秦
王
は
之
を
聞
き
大
い
に
喜
び
、
乃
ち
朝
服
し
て
九
賓
を
設
け
、
燕
の
使

者
を
咸
陽
宮
に
見
る
。
荊
軻
は
樊
於
期
の
頭
の
函
を
奉
ず
。
秦
舞
陽
は
地

図
の
柙
を
奉
ず
。
次
を
以
て
進
む
。
陛
に
至
る

4

4

4

4

や
、
秦
舞
陽
色
変
じ
、
振

恐
す
。
群
臣
之
を
怪
し
む
。

 

（
秦
王
聞
之
、
大
喜
、
乃
朝
服
、
設
九
賓
、
見
燕
使
者
咸
陽
宮
。
荊
軻
奉

樊
於
期
頭
函
、
而
秦
舞
陽
奉
地
図
柙
、
以
次
進
。
至
陛
、
秦
舞
陽
色
変
振

恐
、
群
臣
怪
之
。）（﹃
史
記
﹄「
刺
客
列
伝
」）

　

こ
の
二
つ
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、﹃
史
記
﹄
は
﹃
戦
国
策
﹄
の
記
録
を
引

用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
司
馬
遷
は
意
識
的
に
空
間

場
所
を
示
す
「
陛
下
」
を
「
陛
」
に
書
き
直
し
た
。
な
ぜ
「
意
識
的
に
」
と
断

言
で
き
る
の
か
と
言
え
ば
、じ
つ
は
﹃
史
記
﹄
に
あ
る
「
陛
下
」（
約
二
七
〇
条
）

は
全
て
呼
称
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
陛
下
」
の
引
用
記
録

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
呼
称
を
示
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。

　

例
え
ば
、
前
述
で
言
及
し
た
﹃
諫
逐
客
書
﹄
に
は
、
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今
、
陛
下

4

4

は
昆
山
の
玉
を
招ま

ね

き
、
隨
侯
の
珠
・
和
氏
の
璧
の
宝
を
有
し
、

名
月
の
珠
を
垂
ら
し
、
太
阿
の
剣
を
身
に
つ
け
、
繊
離
の
馬
に
乗
り
、
翠

鳳
の
旗
を
建
て
、
霊
鼉
の
太
鼓
を
樹
て
る
。
こ
の
数
々
の
宝
と
は
、
秦
で

は
一
つ
も
生
ぜ
ず
、
而
し
て
、
陛
下

4

4

が
こ
れ
ら
を
悦よ

ろ
こぶ

の
は
な
ぜ
か
。

 

（
今
陛
下
致
昆
山
之
玉
、
有
隨
・
和
之
宝
、
垂
明
月
之
珠
、
服
太
阿
之
剣
、

乗
繊
離
之
馬
、
建
翠
鳳
之
旗
、
樹
霊
鼉
之
鼓
。
此
数
宝
者
、
秦
不
生
一
焉
、

而
陛
下
説
之
、
何
也
。）

と
あ
る
。

　
﹃
史
記
﹄「
李
斯
列
伝
」
に
も
、

今
、
陛
下

4

4

は
昆
山
の
玉
を
招ま

ね

き
、
隨
侯
の
珠
・
和
氏
の
璧
の
宝
を
有
し
、

名
月
の
珠
を
垂
ら
し
、
太
阿
の
剣
を
身
に
つ
け
、
繊
離
の
馬
に
乗
り
、
翠

鳳
の
旗
を
建
て
、
霊
鼉
の
太
鼓
を
樹た

て
る
。
こ
の
数
々
の
宝
と
は
、
秦
で

は
一
つ
も
生
ぜ
ず
、
而
し
て
、
陛
下

4

4

が
こ
れ
ら
を
悦よ

ろ
こぶ

の
は
な
ぜ
か
。

 

（
今
陛
下
致
昆
山
之
玉
、
有
隨
・
和
之
宝
、
垂
明
月
之
珠
、
服
太
阿
之
剣
、

乗
繊
離
之
馬
、
建
翠
鳳
之
旗
、
樹
霊
鼉
之
鼓
。
此
数
宝
者
、
秦
不
生
一
焉
、

而
陛
下
説
之
、
何
也
。）

と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
き
直
し
た
理
由
は
、
時
代
の
変
化
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
司
馬
遷
の
時
代
（
前
漢
中
期
）
に
は
「
陛
下
」
が
専
用
呼
称
に
な
っ

た
の
で
、
空
間
を
示
さ
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
混
ざ
り
合
わ
な
い
た
め
に
書
き

直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
漢
中
期
（
ほ
ぼ
漢
の
武
帝
の
時
期
）
は
、
皇
帝
制
が

段
階
的
に
完
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
で
、
皇
帝
の
身
分
を
強
調
す
る
た
め
、
関
係

呼
称
も
専
用
化
・
固
定
化
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
先
秦
時
代
の
「
陛
下
」
は
、

空
間
と
呼
称
の
両
方
の
意
味
が
あ
っ
た
が
、
秦
漢
時
代
に
な
る
と
、
両
方
の
意

味
を
同
時
に
持
つ
の
は
適
当
で
は
な
く
な
っ
た
。「
陛
下
」
の
「
下
」
を
削
除

し
た
司
馬
遷
の
行
為
は
「
陛
下
」
の
空
間
の
意
味
を
除
き
、
呼
称
の
意
味
を
強

調
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、﹃
史
記
﹄（
約
二
七
〇
条
）、﹃
漢
書
﹄（
約
六
四
〇
条
）、﹃
前
漢
紀
﹄（
約

二
〇
〇
条
）、﹃
東
観
漢
記
﹄（
約
三
〇
条
）、﹃
後
漢
書
﹄（
約
三
九
五
条
）
に
あ

る
「
陛
下
」
は
一
か
所
を
除
き
す
べ
て
呼
称
と
し
て
記
録
さ
れ
た
。
そ
の
呼
称

で
な
い
一
か
所
は
﹃
後
漢
書
﹄「
劉
玄
劉
盆
子
列
伝
」
に
あ
る
記
録
で
あ
る
。

乃
ち
札
を
書
き
、
符
と
為
し
て
「
上
将
軍
」
と
曰
い
、
又
両
つ
の
空
き
札

を
以
て
笥
の
中
に
置
き
、
つ
い
に
鄭
北
に
壇
場
を
設
け
、
城
陽
景
王
を
祠ま

つ

る
。
諸
三
老
、
従
事
皆
陛
下

4

4

に
大
い
に
会あ

つ
まり

、
列
盆
子
等
三
人
は
中
に
居

り
、
立
ち
、
年
次
を
以
て
札
を
探
る
。

 

（
乃
書
札
為
符
曰
「
上
将
軍
」、
又
以
両
空
札
置
笥
中
、
遂
於
鄭
北
設
壇

場
、
祠
城
陽
景
王
。
諸
三
老
、
従
事
皆
大
会
陛
下
、
列
盆
子
等
三
人
居
中

立
、
以
年
次
探
札
。）

　

こ
の
記
録
に
あ
る
「
陛
下
」
は
確
か
に
「
空
間
」
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

四
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﹃
後
漢
書
﹄
の
こ
の
記
録
は
﹃
東
観
漢
記
﹄「
載
記
・
劉
盆
子
」
を
引
用
し
て
書

き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。﹃
東
観
漢
記
﹄「
載
記
・
劉
盆
子
」
に
は
、
次
に
示
す

よ
う
に
「
陛
下
」
の
記
録
は
な
い
。

赤
眉
宗
室
を
立
て
ん
、
木
札
を
以
て
符
を
書
い
て
「
上
将
軍
」
と
曰
い
、

両ふ
た

つ
の
空
き
札
与と

を
以
て
笥
の
中
に
置
き
、
三
老
、
従
事
大
い
に
集
会
し
、

劉
盆
子
等
三
人
は
中
に
立
た
せ
て
、
一
人
符
を
奉
し
、
年
次
を
以
て
之
を

探
る
。
盆
子
最
幼
き
、
将
軍
を
探
り
得
て
、
三
老
等
皆
臣
を
称
す
。

 

（
赤
眉
欲
立
宗
室
、
以
木
札
書
符
曰
「
上
将
軍
」、
与
両
空
札
置
笥
中
、

大
集
会
三
老
、
従
事
、
令
劉
盆
子
等
三
人
居
中
央
、
一
人
奉
符
、
以
年
次

探
之
。
盆
子
最
幼
、
探
得
将
軍
、
三
老
等
皆
称
臣
。）

　

こ
れ
は
後
漢
の
こ
と
を
記
録
し
た
資
料
な
の
で
、信
憑
性
か
ら
い
う
と
、﹃
東

観
漢
記
﹄
の
ほ
う
が
高
い
。﹃
後
漢
書
﹄「
劉
玄
劉
盆
子
列
伝
」
に
あ
る
「
陛
下
」

は
范
曄
が
﹃
東
観
漢
記
﹄
を
書
き
直
し
た
と
き
、
意
識
的
に
付
け
加
え
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
秦
漢
時
代
の
「
陛
下
」
は
空
間
意
味
を
回
避
し
た
の
は
確
か

で
あ
り
、
そ
し
て
皇
帝
を
尊
称
す
る
の
も
間
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
秦
漢
時
代
の
「
陛
下
」
は
皇
帝
専
用
の
尊
称
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

三　
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
た
「
朝
に
臨
む
」
皇
太
后

　

始
皇
帝
が
統
一
し
た
後
の
秦
漢
時
代
に
は
、
皇
帝
を
「
陛
下
」
と
称
し
た
の

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、「
陛
下
」
は
皇
帝
専
用
の
尊
称
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
は
出
土
文
字
に
よ
り
、皇
太
后
が「
陛
下
」と
称
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
に
発
見
さ
れ
た
海
昏
侯
劉
賀
の
墓
で
は
、

皇
太
后
を
「
陛
下
」
と
称
す
る
木
牘
が
発
掘
さ
れ
た
。
劉
賀
は
前
漢
の
第
九
代

皇
帝
で
あ
り
、漢
の
武
帝
の
孫
で
あ
る
。
霍
光（
27
）に
擁
立
さ
れ
て
即
位
し
た
が
、

在
位
二
十
七
日
に
し
て
廃
さ
れ
た
た
め
、
漢
廃
帝
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
劉
賀

の
墓
か
ら
、
多
数
の
木
簡
・
木
牘
が
発
掘
さ
れ
た
（
28
）。
そ
の
木
牘
の
な
か
に
、

図
２
に
示
す
よ
う
に
、「
大
后
陛
下
」
と
い
う
文
字
が
記
載
し
て
あ
る
。

図2　皇太后への奏書副本（木牘）
出所： 奏牘全体〈王意楽・徐長青共著「海昏侯劉賀墓出土的奏牘」

（『南方文物』、2017年第1期）による。〉拡大部分〈江西省
文物考古研究所・首都博物館共編『五色炫曜：南昌漢代海
昏侯国考古成果』（江西人民出版社、2016年）193頁による。〉

奏牘の長さは23㎝、幅は6.6㎝、厚さは0.7㎝である。〈王意楽・徐
長青共著「海昏侯劉賀墓出土的奏牘」（『南方文物』、2017年第1期）
を参照〉
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図
２
に
は
「
昧
死　

再
拝　

上
書　

大
后
陛
下
」
と
あ
る
。「
大
后
」
の
「
大
」

は
「
太
」
と
通
用
す
る
の
で
、
明
ら
か
に
太
后
「
陛
下
」
を
指
し
て
い
る
。
こ

の
太
后
は
孝
昭
上
官
皇
后
（
前
八
九
年
～
前
三
七
年
）
で
あ
る
。
前
七
四
年
に

漢
の
昭
帝
が
な
く
な
っ
た
。
昭
帝
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
武
帝
の
孫

の
一
人
で
あ
る
劉
賀
を
息
子
に
し
て
、
即
位
さ
せ
た
。
劉
賀
が
皇
帝
に
な
っ
て

の
ち
、
上
官
皇
后
は
皇
太
后
に
な
っ
た
。
二
十
七
日
後
、
劉
賀
は
廃
帝
に
な
っ

た
。
劉
賀
を
即
位
さ
せ
る
命
令
も
、廃
す
る
命
令
も
皇
太
后
よ
り
発
布
さ
れ
た
。

こ
れ
は
皇
太
后
が
皇
帝
の
代
理
人
と
な
っ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。

　
﹃
漢
書
﹄「
霍
光
金
日
磾
伝
」
に
も
「
臣
卬
昧
死
皇
太
后
陛
下

4

4

4

4

4

に
言も

う

す
﹃
臣
敞

等
頓
首
死
罪
︙
︙
﹄（
臣
卬
昧
死
言
皇
太
后
陛
下
﹃
臣
敞
等
頓
首
死
罪
︙
︙
﹄）」

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
皇
太
后
陛
下
」
と
明
白
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
録
は
当
時
の
丞
相
、
大
司
馬
大
將
軍
な
ど
（
29
）

が
、
皇
太
后
に
差
し

上
げ
た
劉
賀
を
廃
す
る
奏
書
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
皇
太
后
陛
下
」
と
称
さ

れ
る
上
官
皇
后
は
「
朝
に
臨
む
」
皇
太
后
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、「
朝
に
臨
む
」皇
太
后
を「
陛
下
」と
称
す
る
記
録
が
あ
る
。

例
え
ば
、
後
漢
和
帝
の
皇
后
で
あ
り
、「
朝
に
臨
み
、
制
を
称
す
（
臨
朝
称
制
）」

十
六
年
の
鄧
太
后
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

永
初
元
年
︙
︙
騭
ら
は
︙
︙
自
ら
「
︙
︙
陛
下

4

4

︙
︙
援
立
皇
統
、
奉
承
大

宗
︙
︙
」
と
上
疏
し
曰
う
。
太
后

4

4

は
︙
︙
す
な
わ
ち
許
（
可
）
す
る
。

 

（
永
初
元
年
︙
︙
騭
等
︙
︙
上
疏
自
陳
曰
「
︙
︙
陛
下
︙
︙
援
立
皇
統
、

奉
承
大
宗
︙
︙
」
太
后
︙
︙
乃
許
之
。）（﹃
後
漢
書
﹄「
鄧
寇
列
伝
」）

　

こ
れ
は
太
后
を
「
陛
下
」
と
称
す
る
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
鄧
太
后
に

つ
い
て
、
次
の
記
録
が
あ
る
。

永
初
中
、太
后
兄
大
将
軍
鄧
騭
は
母
の
憂
を
以
て
︙
︙
「
伏
し
て
惟
う
に
、

皇
太
后
陛
下
︙
︙
自
ら
采
（
用
）
に
足
り
ら
ず
の
を
知
り
、
以
て
虫
螘
の

赤
心
を
示
す
」と
上
疏
し
曰
う
。
太
后（
そ
れ
）に
従
っ
て
許（
可
）す
る
。

 

（
永
初
中
、
太
后
兄
大
将
軍
鄧
騭
以
母
憂
︙
︙
上
疏
曰
「
伏
惟
皇
太
后
陛

4

4

4

4

4

4

下4

︙
︙
自
知
言
不
足
采
、
以
示
虫
螘
之
赤
心
。」
太
后
従
而
許
之
。）（﹃
後

漢
書
﹄「
列
女
伝
」）

　

こ
こ
か
ら
、「
朝
に
臨
む
」
皇
太
后
（
30
）
は
間
違
い
な
く
皇
帝
以
外
に
「
陛
下
」

と
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
他
の
太
后
が
「
陛
下
」
と
称
さ

れ
る
記
録
は
表
を
参
照
）
そ
れ
は
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
る
「
朝
に
臨
み
、
制
を

称
す
」
皇
太
后
は
皇
帝
と
同
様
の
朝
政
地
位
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

漢
代
、「
万
歳
の
子
は
未
だ
国
を
持
て
ず
、
権
柄
の
重
は
女
主
に
よ
っ
て
制

す
（
万
歳
之
子
未
能
持
国
、
権
柄
之
重
制
於
女
主
）」（31
）

と
い
う
時
期
が
あ
っ

た
た
め
、皇
太
后
は
皇
帝
の
政
務
代
理
人
に
な
っ
た
。﹃
後
漢
書
﹄と﹃
東
漢
会
要
﹄

の
記
録
か
ら
政
務
代
理
人
に
な
っ
た
皇
太
后
は
「
朝
に
臨
み
、
制
を
称
」
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
皇
統
し
ば
し
ば
絶
え
ず
、
権
は
女
主
に
帰
り
、
外
で
立
た
れ
た
も
の

四
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は
四
帝
（
32
）、
朝
に
臨
む

4

4

4

4

も
の
は
六
后
（
33
）。

 
（
東
京
皇
統
屢
絶
、
権
帰
女
主
、
外
立
者
四
帝
、
臨
朝
者
六
后
。）（
34
）（﹃
後

漢
書
﹄「
皇
后
紀
」）

　

ま
た
、

少
帝
即
位
、
太
后
即
ち
代
り
に
政
を
摂
し
、
前
殿
に
臨
み
、
群
臣
を
朝
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

太
后
東
に
面
き
、
少
帝
西
に
面
く
。
群
臣
奏
事
上
書
、
皆
両
通
と
為
し
、

一
つ
少
帝
に
詣
で
る
。
蔡
邕
﹃
独
断
﹄
按あ

ん

じ
、
此
れ
即
ち
母
后
臨
朝
の
制

な
り
。

（
少
帝
即
位
、太
后
即
代
摂
政
、臨
前
殿
、朝
群
臣
。
太
后
東
面
、少
帝
西
面
。

群
臣
奏
事
上
書
、
皆
為
両
通
、
一
詣
少
帝
。
蔡
邕
﹃
独
断
﹄
按
此
即
母
后

臨
朝
之
制
。）（
35
）（﹃
東
漢
会
要
﹄「
帝
系
上
・
母
后
称
制
」）

　
「
前
殿
に
臨
む
、
群
臣
を
朝
す
（
臨
前
殿
、
朝
群
臣
）」
の
は
皇
太
后
が
朝
に

お
け
る
地
位
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
皇
太
后
は
皇
帝
の
代
理
人
に
な
り
、

皇
帝
と
同
じ
「
天
下
の
制
に
臨
む
（
臨
制
天
下
）」（36
）

の
で
あ
る
。「
天
下
の

制
に
臨
む
」
の
は
秦
漢
時
代
に
た
て
ら
れ
た
皇
帝
制
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

次
に
、「
制
に
臨
む
」
記
録
を
四
つ
挙
げ
て
み
る
。

趙
高
は
二
世
を
説
（
得
）
し
「
先
帝

4

4

は
久な

が

く
天
下
の
制
に
臨
み

4

4

4

4

4

4

4

、
故
に

群
臣
に
は
非
を
為
す
（
こ
と
）
と
邪
説
を
進そ

う

す
る
（
こ
と
）
が
で
き
ず

︙
︙
」
と
曰
う
。

 

（
趙
高
説
二
世
曰
「
先
帝
臨
制
天
下
久
、
故
群
臣
不
敢
為
非
、
進
邪
說

︙
︙
」）（﹃
史
記
﹄「
秦
始
皇
本
紀
」）

当
今
陛
下

4

4

4

4

は
天
下
の
制
に
臨
み

4

4

4

4

4

4

4

、
海
内
を
一
斉
す
る
。

 

（
当
今
陛
下
臨
制
天
下
、
一
斉
海
内
。）（﹃
史
記
﹄「
淮
南
衡
山
列
伝
」
と

「
蒯
伍
江
息
夫
伝
」
に
あ
る
。）

故
に
人
主
は
臣
下
の
制
に
臨
ん
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

そ
の
衆
を
治
め
る
の
を
知
り
、
則
ち
群

臣
が
畏
服
な
り
。

 

（
故
人
主
知
所
以
臨
制
臣
下
而
治
其
衆
、則
群
臣
畏
服
矣
。）（﹃
史
記
﹄「
爰

盎
晁
錯
伝
」）

当
今
陛
下
は
制
に
臨
む

4

4

4

4

4

4

4

。
海
内
を
一
に
し
、
天
下
を
斉
す
る
。

（
当
今
陛
下
臨
制
。
海
内
一
。
斉
天
下
。）（﹃
前
漢
紀
﹄「
孝
武
皇
帝
紀
三
」）

　

こ
れ
ら
の
な
か
で
、「
制
に
臨
む
」
の
は
す
べ
て
皇
帝
で
あ
る
。
し
か
し
、

﹃
後
漢
書
﹄「
皇
后
紀
下
」
に
は
、皇
太
后
に
な
っ
た
上
官
皇
后
が
「
制
に
臨
む
」

記
録
が
あ
る
。

論
に
曰
わ
く
、
漢
世
、
皇
后
は
謚

お
く
り
な無

く
、
皆
な
帝
の
謚
に
因
っ
て
以
て
称

と
為
す
。
呂
氏
の
政
を
専
ら
に
し
、
上
官
の
制
に
臨
む

4

4

4

4

4

4

4

と
雖
も
、
亦
た
殊
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号
無
し
。

 
（
論
曰
、
漢
世
皇
后
無
謚
、
皆
因
帝
謚
以
為
称
。
雖
呂
氏
専
政
、
上
官
臨

制
、
亦
無
殊
号
。）

　

こ
の
記
録
か
ら
、
皇
太
后
に
な
っ
た
上
官
皇
后
は
「
制
に
臨
む
」
の
で
、
上

官
皇
后
の
地
位
は
他
の
「
制
に
臨
」
ま
な
か
っ
た
皇
太
后
と
は
少
し
異
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、「
先
帝
臨
制
」、「
陛
下
臨
制
」、「
人
主
臨
制
」、「
上

官
臨
制
」の
記
録
に
よ
り
、「
制
に
臨
む
」皇
太
后
が「
陛
下
」と
称
さ
れ
る
の
は
、

皇
帝
「
陛
下
」
と
同
様
の
朝
政
地
位
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　

お
わ
り
に

　

階
段
を
示
す
「
陛
」
に
基
づ
い
て
、
空
間
場
所
を
示
す
「
陛
下
」
は
つ
く
ら

れ
た
。
そ
し
て
、「
陛
下
に
在
る
者（
在
陛
下
者
）」を「
陛
下
」と
称
し
て
、「
天

子
」
を
指
し
た
。

　

先
秦
時
代
に
は
、「
陛
下
」は
人
と
空
間
を
同
時
に
表
し
た
。
こ
の
時
期
の「
陛

下
」
は
誰
で
も
使
え
る
呼
称
で
は
な
く
、
秦
国
の
君
主
を
称
す
る
呼
称
で
あ
っ

た
。
戦
国
秦
の
こ
の
呼
称
は
統
一
秦
に
継
承
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
子
を
称

す
る
「
陛
下
」
は
統
一
秦
に
よ
っ
て
皇
帝
制
の
構
築
と
同
時
に
新
し
く
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

次
に
、秦
漢
時
代
に
入
り
、「
陛
下
」は
皇
帝
を
尊
称
す
る
呼
称
に
な
っ
た
が
、

皇
帝
専
用
の
呼
称
で
は
な
く
、「
朝
に
臨
む
」皇
太
后
も「
陛
下
」と
称
さ
れ
た
。

同
じ
時
代
に
「
陛
下
」
が
二
人
い
た
情
況
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
陛
」
よ
り
発
展
し
て
き
た
「
陛
下
」
は
空
間
地
点
を
さ
す
言

葉
で
あ
っ
た
。
統
一
秦
以
前
に
は
空
間
場
所
も
指
し
、
既
に
君
主
も
指
し
始
め

て
い
た
。
後
に
は
皇
帝
の
呼
称
と
な
っ
た
。
そ
し
て
皇
太
后
が
「
朝
に
臨
」
ん

で
い
た
場
合
に
は
、
皇
太
后
を
も
指
し
た
。
こ
の
よ
う
に
先
秦
・
秦
漢
時
代
を

通
し
て
「
陛
下
」
の
意
味
が
変
わ
っ
た
。
こ
の
空
間
概
念
か
ら
人
物
の
呼
称
へ

の
転
化
・
発
展
の
過
程
は
「
陛
下
」
の
沿
革
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
陛
下
」
の
歴

史
的
な
変
化
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
陛
下
」
の
変
化
と
同
時
に
、
そ
の
中
に
あ
る
一
つ
の
「
不
変
」、

つ
ま
り
、変
わ
ら
な
か
っ
た
所
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の「
不
変
」は
、

「
前
殿
に
臨
み
、
群
臣
を
朝
す
（
臨
前
殿
、
朝
群
臣
）」（﹃
独
断
﹄
巻
上
）
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
呼
称
と
し
て
の
「
陛
下
」
は
「
朝
」
と
い
う
特
定
の
空

間
で
つ
く
ら
れ
た
。「
陛
下
」
の
「
陛
」
は
ま
さ
に
「
朝
陛
」（37
） 

を
示
す
。
秦

王
で
あ
っ
て
も
、
皇
帝
で
あ
っ
て
も
、
皇
太
后
で
あ
っ
て
も
、
全
て
「
朝
」
と

い
う
国
家
朝
政
の
施
行
空
間
の
な
か
で
、「
陛
下
」
と
称
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ

れ
が
「
陛
下
」
の
も
つ
「
不
変
」
で
あ
る
。
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表（秦漢時代の皇帝・太后が「陛下」と称される記録）
皇　帝 記　　　　　　録 出　　　典

秦の始皇帝 今陛下興義兵、誅残賊、平定天下。 『史記』「秦始皇本紀」

秦の二世皇帝 今陛下富於春秋、初即位、奈何与公卿廷決事？ 『史記』「秦始皇本紀」

漢の高帝 陛下慢而侮人、項羽仁而愛人。 『史記』「高祖本紀」

漢の恵帝 陛下自察聖武孰与高帝？ 『史記』「曹相国世家」

少帝
（呂太后）

（恵帝崩、太子立為皇帝、年幼、太后臨朝称制……丞相
臣平言「（皇太后）陛下加恵、以功次定朝位……」） （『漢書』「高后紀」）

漢の文帝 陛下加大恵、徳甚盛、非臣等所及也。 『史記』「孝文本紀」

漢の景帝 彼背其主降陛下、陛下侯之、則何以責人臣不守節者乎？『史記』「絳侯周勃世家」

漢の武帝 今陛下親祀后土。 『史記』「孝文本紀」

漢の昭帝 願陛下以属老臣、勿以為憂。 『漢書』「趙充国辛慶忌伝」

廃帝劉賀
（昭帝上官皇后）

天久陰而不雨、臣下有謀上者、陛下欲何之？
（臣卬昧死言皇太后陛下「臣敞等頓首死罪」）

『漢書』「五行志下」
（『漢書』「霍光金日磾伝」）

漢の宣帝
（昭帝上官皇后）

陛下聖徳、充塞天地、光被四表。
（昧死　再拝　上書　大后陛下）

『漢書』「宣帝紀」
（海昏侯の墓にある奏書副本）

漢の元帝 臣恐後世必以陛下度越衆賢、私後宮親以為三公。 『漢書』「佞幸伝」

漢の成帝
（元帝王皇后）

陛下聖徳寬仁、敬承祖宗、奉順神祇、宜蒙福祐子孫千億
之報。（成帝母王太后欲令傅太后・丁姬十日一至太子家、
成帝曰「太子丞正統、當共養陛下、不得復顧私親。」）

『漢書』「哀帝紀」
（『漢書』「外戚伝下」）

漢の哀帝 孝成皇帝深惟宗廟之重、称述陛下至徳以承天序、聖策深
遠、恩徳至厚。 『漢書』「元后伝」

漢の平帝
（元帝王皇后）

（（元始二年）莽帥群臣奏言「陛下春秋尊……育皇帝、安
宗廟也……」） （『漢書』「王莽伝上」）

新の王莽 願陛下作大甲高車、賁育之衣、遣大将一人与虎賁百人迎
之於道。 『漢書』「王莽伝下」

後漢の光武帝 陛下徳横天地、興復宗統、褒徳賞勲。 『後漢書』「光武帝紀下」

後漢の明帝 戴仰陛下、為天為父。 『後漢書』「皇后紀上」

後漢の章帝 陛下至孝烝烝、奉順聖徳。 『後漢書』「粛宗孝章帝紀」

後漢の和帝
（章帝竇皇后）

上令陛下有幸私之譏、下使賤妾獲不知足之謗。
（竇太后臨朝……單于上言「臣累世蒙恩、不可勝数……
唯陛下裁哀省察！」）

『後漢書』「皇后紀上」
（『後漢書』「南匈奴列伝」）

後漢の安帝
（和帝鄧皇后）

援立陛下為天下主、永安漢室、綏静四海。
（昭因上疏曰「伏惟皇太后陛下……自知言不足采、以示
虫螘之赤心。」）

『後漢書』「皇后紀上」
（『後漢書』「列女伝」）

後漢の順帝 陛下踐祚、奉遵鴻緒、為郊廟主。 『後漢書』「孝順孝沖孝質帝紀」

後漢の桓帝 即陛下可為堯舜之君、衆僚皆為稷契之臣、兆庶黎萌蒙被
聖化矣。 『後漢書』「朱楽何列伝」

後漢の霊帝 宋皇后親与陛下共承宗廟。 『後漢書』「皇后紀下」

注：（　）は皇太后の記録である。
皇太后の記録は皇帝の時期によって分けた。

四
五
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註

 

（
１
） 

江
西
省
文
物
考
古
研
究
所
、
首
都
博
物
館
編
﹃
五
色
炫
曜　

南
昌
漢
代

海
昏
侯
国
考
古
成
果
﹄（
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。

 

（
２
） ︿
宋
﹀
宋
敏
求
編
﹃
唐
大
詔
令
集
﹄（
学
林
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四

六
頁
）
を
参
照
。

 

（
３
） ﹃
大
唐
開
元
礼
﹄
巻
三
（
民
族
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）
三
二
頁
に
よ
る
。

 

（
４
） 

岡
野
誠
「
唐
代
の
平
闕
式
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
下
）
─
敦
煌
写
本
﹃
唐

天
宝
職
官
表
﹄
の
検
討
を
通
し
て
─
」（﹃
法
律
論
叢
﹄
第
八
九
巻
、
第

一
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
八
（
三
六
九
）
頁
に
よ
る
。

 

（
５
） ﹃
説
文
解
字
﹄
に
「
階
は
陛
な
り
（
階
、
陛
也
）」
と
あ
る
。

 

（
６
） ﹃
説
文
解
字
﹄
に
「
陛
は
高
く
昇
る
階
な
り
（
陛
、升
高
階
也
）」
と
あ
る
。

 

（
７
） ﹃
独
断
﹄
に
「
陛
は
階
な
り
。
由
り
て
堂
に
昇
る
所
な
り
（
陛
、
階
也
。

所
由
升
堂
也
）」
と
あ
る
。

 

（
８
） ﹃
玉
篇
﹄
に
「
陛
は
天
子
階
な
り
（
陛
、
天
子
階
也
）」
と
あ
る
。

 

（
９
） 

陳
翠
珠
﹃
漢
語
人
称
代
詞
考
論
﹄（
華
中
師
範
大
学
、
二
〇
〇
九
年
、

博
士
論
文
）
に
よ
る
。

 

（
10
） 

薛
吉
辰「
礼
儀
中
的﹃
下
﹄字
称
謂
」（﹃
秘
書
﹄、二
〇
〇
四
年
第
一
期
）。

 

（
11
） 

杜
沢
遜
「﹃
賈
子
新
書
﹄﹃
天
子
卑
号
皆
称
陛
下
﹄
校
釈
」（﹃
中
国
典
籍

与
文
化
﹄、
二
〇
一
三
年
十
月
）。

 

（
12
） 

一
方
、
秦
漢
時
代
の
皇
帝
制
度
、
政
治
制
度
を
論
じ
る
先
行
研
究
に
お

い
て
も
、
秦
漢
時
代
の
「
陛
下
」
問
題
を
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、李
玉
福﹃
秦
漢
制
度
史
論
﹄（
山
東
大
学
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
）、

秦
海
軒
・
盧
路
共
著
﹃
中
国
皇
帝
制
度
﹄（
山
西
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
九
年
）、
周
良
宵
﹃
皇
帝
与
皇
権
﹄（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九

年
）。
ま
た
、皇
太
后
の
「
朝
に
臨
む
」
問
題
を
論
じ
る
と
き
、「
陛
下
」

に
及
ば
な
い
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、楊
友
庭﹃
后
妃
外
戚
専
政
史
﹄（
厦

門
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。

 

（
13
） ﹃
独
断
﹄
巻
上
（
明　

新
安
程
榮
校
版
）
六
頁
に
よ
る
。

 

（
14
） 

こ
の
三
条
の
﹃
墨
子
﹄
の
記
録
は
﹃
墨
子
﹄
巻
十
四
に
よ
る
。

 

（
15
） 

こ
の
条
は
国
の
す
ぐ
れ
た
人
材
が
集
ま
り
、
陛
に
立
つ
意
味
を
表
し
て

い
る
。
こ
こ
の
「
陛
」
は
朝
廷
に
あ
る
「
陛
」
を
示
す
。

 

（
16
） ﹃
慎
子
﹄
に
あ
る
こ
の
記
録
は
明
白
に
「
朝
陛
」
と
い
う
空
間
構
造
を

記
し
た
。

 

（
17
） ﹃
戦
国
策
﹄
燕
策
・
燕
三
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
一
一

三
八
頁
に
よ
る
。

 
（
18
） ﹃
呂
氏
春
秋
﹄
季
夏
紀
・
制
楽
に
よ
る
。

 
（
19
） 
春
秋
時
代
、
宋
国
の
君
主
、
前
五
一
六
年
～
前
四
六
九
年
在
位
。

 

（
20
） 
熒
惑
、
こ
こ
で
は
火
星
を
指
す
。
天
空
の
中
で
軌
道
が
動
く
惑
星
・
彗

星
を
熒
惑
と
呼
ぶ
。
兵
乱
を
暗
示
。

 

（
21
） 

心
、
中
国
の
星
座
、
二
十
八
宿
の
一
。

四
六



 
（
22
） 

前
掲
書
﹃
戦
国
策
﹄
秦
策
・
秦
五
（
二
七
九
～
二
八
〇
頁
）
に
よ
る
。

 

（
23
） 
良
馬
名
。

 

（
24
） ﹃
史
記
﹄、﹃
漢
書
﹄、﹃
後
漢
書
﹄
を
主
と
す
る
関
係
史
料
。

 

（
25
） 

前
掲
書
﹃
独
断
﹄
巻
上
、
一
頁
に
よ
る
。

 

（
26
） 

前
掲
註
（
17
）
に
同
じ
。

 

（
27
） 

当
時
の
大
司
馬
大
将
軍
で
、
国
の
政
治
を
一
任
さ
れ
て
い
た
。

 

（
28
） 

江
西
省
文
物
考
古
研
究
所
、
首
都
博
物
館
編
﹃
五
色
炫
曜　

南
昌
漢
代

海
昏
侯
国
考
古
成
果
﹄（
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。

 

（
29
） 

原
文
「
丞
相
臣
敞
、
大
司
馬
大
将
軍
臣
光
、
車
騎
将
軍
臣
安
世
、
度
遼

将
軍
臣
明
友
、
前
将
軍
臣
増
、
後
将
軍
臣
充
国
、
御
史
大
夫
臣
誼
、
宜

春
侯
臣
譚
、
當
塗
侯
臣
聖
、
隨
桃
侯
臣
昌
楽
、
杜
侯
臣
屠
耆
堂
、
太
僕

臣
延
年
、
太
常
臣
昌
、
大
司
農
臣
延
年
、
宗
正
臣
徳
、
少
府
臣
楽
成
、

廷
尉
臣
光
、
執
金
吾
臣
延
寿
、
大
鴻
臚
臣
賢
、
左
馮
翊
臣
広
明
、
右
扶

風
臣
徳
、
長
信
少
府
臣
嘉
、
典
属
国
臣
武
、
京
輔
都
尉
臣
広
漢
、
司
隷

校
尉
臣
辟
兵
、
諸
吏
文
学
光
禄
大
夫
臣
遷
、
臣
畸
、
臣
吉
、
臣
賜
、
臣

管
、
臣
勝
、
臣
梁
、
臣
長
幸
、
臣
夏
侯
勝
、
太
中
大
夫
臣
徳
、
臣
卬
昧

死
言
皇
太
后
陛
下
﹃
臣
敞
等
頓
首
死
罪
。﹄」

 

（
30
） 

朱
子
彦
「
略
論
中
国
皇
后
制
度
」（﹃
上
海
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）﹄、

一
九
九
七
年
第
四
期
）
で
は
、
実
権
を
握
る
太
后
は
九
位
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。
し
か
し
、
昭
帝
の
上
官
皇
后
は
そ
の
中
に
い
な
い
。
ま
た
、

文
帝
の
竇
皇
后
は
朱
子
彦
の
考
え
で
は
、
政
務
を
行
っ
た
が
、
史
料
に

は「
朝
に
臨
む
」の
記
録
も
な
く
、「
陛
下
」と
称
さ
れ
る
記
録
も
な
い
。

こ
こ
か
ら
、「
陛
下
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
は
政
務
を
行
う
こ
と
と
は
関

係
な
く
、「
朝
に
臨
む
」
と
関
わ
る
と
い
え
よ
う
か
。

 

（
31
） ﹃
漢
書
﹄
巻
八
十
二
「
王
商
史
丹
傅
喜
列
伝
」（
中
華
書
局
、
一
九
六
四

年
）
三
九
九
七
頁
に
よ
る
。

 

（
32
） 

後
漢
の
安
帝
・
質
帝
・
桓
帝
・
霊
帝
を
指
す
。（
唐
）
李
賢
等
は
「
謂
安
、

質
、
桓
、
霊
」
と
注
を
つ
け
た
。

 

（
33
） 

後
漢
の
章
帝
竇
皇
后
、
和
帝
鄧
皇
后
、
安
帝
閻
皇
后
、
順
帝
梁
皇
后
、

桓
帝
竇
皇
后
、霊
帝
何
皇
后
を
指
す
。（
唐
）
李
賢
等
は
「
章
帝
竇
太
后
、

和
熹
鄧
太
后
、
安
思
閻
太
后
、
順
烈
梁
太
后
、
桓
思
竇
太
后
、
霊
思
何

太
后
也
」
と
注
を
付
け
た
。

 

（
34
） ﹃
後
漢
書
﹄
巻
十
「
皇
后
紀
上
」（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
四
〇
一

頁
に
よ
る
。

 

（
35
） ﹃
東
漢
会
要
﹄
巻
一
「
帝
系
上
・
母
后
称
制
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
七
八
年
）
一
三
頁
に
よ
る
。

 

（
36
） ﹃
史
記
﹄「
秦
始
皇
本
紀
」
な
ど
に
あ
る
。

 

（
37
） ﹃
慎
子
﹄「
逸
文
」
に
「
能
辞
万
鐘
之
禄
於
朝
陛
、
不
能
不
拾
一
金
於
無

人
之
地
」
と
あ
る
。

四
七


